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は
じ
め
に

『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
の
説
話
集
に
は
、
憑
依
現
象
を
は
じ
め
と
し

て
、
人
が
神
や
霊
魂
と
交
流
す
る
場
面
が
さ
ま
ざ
ま
に
描
か
れ
て
お
り
、

物
語
に
奇
想
天
外
な
趣
を
添
え
、
読
者
を
魅
了
す
る
。
同
趣
の
物
語
は
、

託
宣
に
纏
わ
る
伝
承
を
中
心
と
し
て
、
早
く
は
記
紀
に
散
見
さ
れ
る
。

託
宣
の
場
に
お
い
て
巫
覡
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
装
飾
的
な
神
の
言

葉
に
、
文
学
の
原
初
的
な
姿
の
一
つ
を
見
る
向
き
が
あ
る
が

（
注
１
）、

散
文
が

発
達
し
た
時
代
に
も
、
託
宣
に
纏
わ
る
伝
承
が
物
語
を
彩
っ
て
い
る
事

実
は
、
黎
明
期
の
文
学
と
信
仰
と
の
緊
密
性
を
窺
わ
せ
る
。
上
代
の
文

学
に
お
い
て
、
託
宣
や
そ
れ
に
伴
う
憑
依
現
象
は
象
徴
的
で
あ
る
。

上
代
に
は
既
に
「
神
が
か
り
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
。
私
た
ち

は
、
こ
の
言
葉
を
無
意
識
の
う
ち
に
現
代
の
概
念
の
上
に
想
起
す
る
が
、

同
時
代
の
人
々
は
、
神
々
や
霊
魂
と
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

表
現
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
献
に
著
さ
れ
た
託
宣
や
憑
依
現
象

を
分
析
し
、
同
時
代
の
概
念
を
綿
密
に
検
証
す
る
こ
と
は
、
黎
明
期
の

文
学
を
掘
り
下
げ
る
上
で
、
有
効
な
手
段
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、

『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に
、
上
代
の
文
献
に
お
い
て
憑
依
の
意
味
で
使
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
漢
字
を
検
証
し
、
意
味
上
の
区
別
と
使
い

分
け
が
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
問
題
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
葉

の
厳
密
な
使
い
分
け
は
、
同
時
代
に
お
け
る
「
神
が
か
り
」
の
概
念
を

読
み
解
く
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

藤

崎

祐

二

上
代
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
憑
依

―
『
日
本
書
紀
』
の
「
顕
神
明
之
憑
談
」
を
中
心
と
し
て
―
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一
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
「
カ
カ
ル
」
と
、 

　
　
　
　
憑
依
を
意
味
す
る
漢
字
の
相
違

『
日
本
書
紀
』
に
散
見
す
る
憑
依
現
象
の
大
半
は
、「
と
り
憑
く
」
を

意
味
す
る
語
句
と
し
て
「
託
」・「
著
（
着
）」
を
使
用
す
る
。「
託
」
を

使
用
し
た
例
を
履
中
紀
か
ら
、「
著
（
着
）」
を
使
用
し
た
例
を
顕
宗
紀

か
ら
抜
粋
し
、
以
下
に
掲
げ
る

（
注
２
）。

先　
レ
是
飼
部
之
黥
皆
未　
レ
差
。
時
居　
レ
嶋
伊
奘
諾
神
、
託　
レ
祝
曰
、

不　
レ
堪　
二
血
臭　
一
矣
。〔
是こ
れ

よ
り
先さ
き

に
、
飼う
ま
か
ひ
べ部の
黥
め
さ
き
の
き
ず、
皆み
な

未い
ま

だ
差い

え

ず
。
時と

き

に
島し
ま

に
居ま

し
ま
す
伊い

ざ
な
ぎ
の

奘
諾
神か

み

、
祝は

ふ
りに

託か
か

り
て
曰の

た
まは

く
、「
血ち

の
臭く
さ

き
に
堪あ

へ
ず
」
と
の
た
ま
ふ
。〕（
巻
十
二
・
履
中
天
皇
五
年

九
月
）

於　
レ
是
月
神
著　
レ
人
謂
之
曰
、
我
祖
高
皇
産
霊
有　
下
預
鎔　
二
造
天
地　
一

之
功
。 

宜　
下
以　
二
民
地
、 

奉　
中
我
月
神
。 

若
依　
レ
請
献　
レ
我
、
当　
二
福

慶
。〔
是こ

こ

に
月つ

き
の
か
み神、

人ひ
と

に
著か

か

り
て
謂か

た

り
て
曰の

た
ま

は
く
、「
我わ

が
祖
み
お
や

高た
か
み
む
す
ひ
の
み
こ
と

皇
産
霊
、
預そ

ひ
て
天て
ん
ち地

を
鎔よ
う
ざ
う造

せ
る
功こ
う
ま有

し
ま
す
。
民み
ん
ち地

を

以も

ち
て
、
我わ

が
月
神
に
奉
た
て
ま
つれ
。
若も

し
請こ
ひ

の
依ま
に
まに
我
に
献
た
て
ま
つら
ば
、
福ふ
く
け
い慶

あ
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。〕（
巻
十
五
・
顕
宗
天
皇
三
年
二
月
）

　
上

　
一

　
上

　
一

傍
線
で
示
し
た
ご
と
く
「
託
」・「
著
（
着
）」
は
「
カ
カ
ル
」
と
読
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
存
す
る
伝
本
で
は
院
政
期
の
書
写
本
ま
で
遡
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り

（
注
３
）、

諸
注
釈
も
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

憑
依
現
象
は
、
い
ず
れ
も
託
宣
の
場
面
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
必
ず
神

意
が
示
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。

し
か
し
、
巻
一
・
神
代
紀
上
に
お
い
て
、
天

あ
ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
が
天
照
大
神
を

天
石
窟
か
ら
誘
い
出
す
た
め
に
試
み
た
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
限
っ
て
は
、

幾
分
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。

又
猨
女
君
遠
祖
天
鈿
女
命
、
則
手
持　
二
茅
纏
之
矟
、
立　
二
於
天
石
窟

戸
之
前
、
巧
作　
二
俳
優
。
亦
以　
二
天
香
山
之
真
坂
樹　
一
為　
レ
鬘
、
以　
レ

蘿　
蘿
、
此
云

比
舸
礙
。　

為　
二

手
繦
、　
手
繦
、
此
云

多
須
枳
。　　

而
火
処
焼
、
覆
槽
置　

覆
槽
、
此

云
于
該
。　

顕
神
明
之
憑
談
。　
顕
神
明
之
憑
談
、

此
云
歌
牟
鵝
可
梨
。　
〔
又ま
た

猨さ
る
め
の
き
み

女
君
が

遠と
ほ
つ
お
や
あ
ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

祖
天
鈿
女
命
、
則す
な
はち

手
に
茅ち
ま
き纏

の
矟ほ
こ

を
持
ち
、
天あ
ま
の
い
は
や
と

石
窟
戸
の

前
に
立
ち
、
巧
に
俳わ

ざ
を
き優
を
作な

す
。
亦
天
香
山
の
真
坂
樹
を
以
ち
て

鬘
と
し
、
蘿ひ

か
げを

以
ち
て　
蘿
、
此
に
は
比
舸
礙
と
云
ふ
。　

手た
す
き繦

と
し

て
、
手
繦
、
此
に
は
多
須
枳
と
云
ふ
。　

火ほ
と
こ
ろ処
焼
き
、
覆う

け

ふ
槽
置
せ
、
覆

槽
、
此
に
は
于
該
と
云
ふ
。
顕か

む

が

か

り

神
明
之
憑
談
す
。
顕
神
明
之
憑
談
、
此
に
は

歌
牟
鵝
可
梨
と
云
ふ
。〕　

傍
線
で
示
し
た
ご
と
く
、「
顕
神
明
之
憑
談
」
の
下
に
は
「
カ
ム
ガ
カ

　
一

　
一

　
一　

一
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ガ
カ
リ
」
は
、
そ
の
他
の
託
宣
の
場
面
に
散
見
さ
れ
る
憑
依
現
象
と
同

質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

両
者
の
文
脈
上
の
相
違
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、

卜
部
兼
方
の
『
釈
日
本
紀

（
注
４
）』
に
は
古
注
釈
『
私
記
』
の
逸
文
を
以
下
の

よ
う
に
と
ど
め
て
い
る
。

私
記
曰
。
問
。
凡
云　
二
神
懸　
一
者
。
必
有　
二
其
神
託
宣
。
今
此
託
宣
。

何
神
哉
。
答
。
此
与　
二
他
処　
一
為　
二
少
異　
一
也
。
諸
神
欲　
レ
令　
三
日
神

深
見　
二
奇
物
。
故
俳
優
万
態
不　
レ
可　
二
殫
記
。
鈿
女
命
仮
為　
二
他

神
。
有　
レ
所　
二
託
宣　
一
耳
。
是
欲　
レ
令　
二
日
神
深
奇　
一
故
也
。
然
則
。

是
仮
為　
二
之
言
。
未　
三
必
有　
二
神
所
　　一レ
託
也
。〔
私
記
に
曰
く
。
問
ひ

て
い
は
く
。
凡
そ
神
懸
り
と
云
ふ
は
。
必
ず
其
の
神
の
託
宣
有
り
。

今
此
の
託
宣
。
何
神
な
る
や
。
答
へ
て
い
は
く
。
此
れ
他
所
と
少

異
を
為
す
也
。
諸
神
日
の
神
を
し
て
深
く
奇
物
を
見
せ
し
め
む
と

欲
す
。
故
に
俳
優
万
態
殫
記
す
べ
か
ら
ず
。
鈿
女
命
仮
に
他
神
と

為
り
。
託
宣
す
る
所
有
る
の
み
。
是
れ
日
の
神
を
し
て
深
く
奇
し

ま
れ
む
と
欲
す
る
故
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
。
是
れ
仮
に
之
の
言
を

為
す
。
未
だ
必
ず
し
も
神
の
託
す
る
所
に
有
ら
ざ
る
な
り
。〕

『
私
記
』
は
、
天
鈿
女
命
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
が
、
憑
依
者
に
よ
る
託
宣

を
伴
わ
な
い
点
に
着
目
し
、
天
鈿
女
命
は
必
ず
し
も
神
霊
に
憑
依
さ
れ

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

リ
」
と
読
む
訓
釈
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
天
照
大
神
が
天
石
窟
に
隠
れ

る
物
語
は
記
紀
に
共
通
の
挿
話
で
あ
る
た
め
、
対
応
す
る
箇
所
を
比
較

し
て
み
る
と
、
以
下
に
掲
げ
る
と
お
り
『
古
事
記
』
上
巻
で
は
、「
顕
神

明
之
憑
談
（
カ
ム
ガ
カ
リ
）」
に
相
当
す
る
語
と
し
て
「
神
懸
」
が
使
わ

れ
て
い
る
。

天
宇
受
売
命
、
手
次
繋　
二
天
香
山
之
天
之
日
影　
一
而
、
為　
レ
縵　
二
天

之
真
析　
一
而
、
手
草
結　
二
天
香
山
之
小
竹
葉　
一
而
、
訓
小
竹
云

佐
々
。　　

於　
二
天

之
石
屋
戸　
一
伏　
二
汙
気　
一　
此
二
字

以
音
。　

而
、
蹈
登
杼
呂
許
志
、
此
五
字

以
音
。　

為　
二
神
懸　
一
而
、
掛　
二
出
胸
乳
、
裳
緒
忍　
二
垂
於
番
登　
一

也
。

〔
天あ

め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

宇
受
売
命
、
手た
す
き次
に
天あ
め

の
香か
ぐ
や
ま山
の
天あ
め

の
日ひ
か
げ影
を
繋か

け
て
、
天
の

真ま
さ
き析

を
縵か
づ
らと

為し

て
、
手た
ぐ
さ草

に
天
の
香
山
の
小さ

さ竹
の
葉
を
結
ひ
て
、

天
の
石い

は
や屋
の
戸
に
う
け
を
伏
せ
て
、
蹈ふ

み
と
ど
ろ
こ
し
、
神か

む
が
か懸

り

為
て
、
胸む

な
ち乳

を
掛か

き
出
だ
し
、
裳も

の
緒を

を
ほ
と
に
忍お

し
垂
れ
き
。

『
日
本
書
紀
』
の
訓
釈
と
『
古
事
記
』
の
「
神
懸
」
と
は
、
相
互
補
足
的

に
、
こ
の
場
面
に
描
か
れ
た
現
象
が
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
は
い
い
な
が
ら
、
神
意
が

示
さ
れ
る
託
宣
ら
し
き
描
写
を
伴
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
天
鈿
女
命
が

何
者
か
に
憑
依
し
た
り
、
あ
る
い
は
憑
依
さ
れ
た
り
す
る
必
然
性
に
欠

け
、
語
義
の
内
実
は
明
ら
か
で
な
い
。
果
た
し
て
天
鈿
女
命
の
「
カ
ム

　
一
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て
い
る
の
で
は
な
く
、
天
照
大
神
を
石
窟
戸
か
ら
誘
い
出
す
た
め
に
、

気
を
引
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
指
摘
す
る
。
本
居
宣
長
も
『
古
事
記

伝（
注
５
）』

に
お
い
て
こ
れ
を
支
持
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
神
懸
」
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
語
釈
す
る
。

書
紀
に
は
顕
神
明
之
憑
談
、
此　

　
ヲ云　

二
歌カ

牟ム

鵝ガ

可ヽ
梨　
リ
ト　一
と
あ
り
、
又
崇

神　
ノ

巻
に
、
神カ
ミ　

二
明カ
ヽ
―

憑リ
テ

倭ヤ
マ
ト
ト
ヽ

迹
々
日ビ

百モ
ヽ

襲ソ

姫
　
ビ
メ
ノ命　
　
ニ　一
曰ノ
リ
玉
ハ
ク

　

云
々
、
顕
宗　
　
ノ巻

に
、
月　

ノ

神
着
カ
ヽ
リ
テ
　

レ
人　
ニ

謂ノ
リ
タ
マ
ハ
ク

之
曰
云
々
、（
中
略
）
又
此
記
訶
志
比　
　
ノ宮　
　
ノ段
に
、

於コ
ヽ
ニ
オ
ホ
ギ
サ
キ

是
大
后
帰
神
言
教
覚
詔
者
云
々
と
あ
る
も
同
じ
、
皆
俗ヨ

に
所イ
ハ
ユ
ル謂

託
―

宣
な
り
、
但　
シ

此　
レ

ら
は
正タ
ヾ

し
く
其ソ
レ
〳
〵々

の
神
の
有　
ル

べ
き
事
を
告ツ
ゲ

覚サ
ト

し
給　
　
フな
る
を
、
今
此　
　
ノ段
の
神カ
ム
ガ
ヽ
リ懸は
、
物
の
着ツ
キ

て
正マ
ゴ
ヽ
ロ心
を
失ウ
シ
ナへ
る
状サ
マ

に
、
え
も
云　
ハ

ぬ
剞タ
ハ
レ
ゴ
ト

戲
言
を
云
て
、
俳ワ
ザ
ヲ
キ優

を
な
す
を
云
な
り
、【
正マ
ゴ
ヽ
ロ心

に
て
は
其
人
の
得エ

言　
イ
フま
じ
き
こ
と
を
、
つ
ゝ
ま
ず
言　
　
フを
、
神
懸　
　
リと

は
云
な
り
、
今
俗
に
着ツ

キ
モ
ノ物

の
し
た
る
如
く
く
ち
ば
し
る
と
い
ふ
状
ア
リ
サ
マ

な
り
、】

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
類
例
と
し
て
、
記
紀
に
散
見
さ
れ
る
託
宣
の
場
面
を

列
挙
し
た
上
で
、
そ
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
飯
田
季
治

氏
は
、
以
下
に
掲
げ
る
と
お
り
、「
顕
神
明
之
憑
談
」
の
文
字
列
に
根
差

し
た
見
解
を
示
し
て
い
る

（
注
６
）。

神か
み
が
か
り

懸
す
の
意
で
、
神
の
霊
魂
が
人
に
憑の

り

移う
つ

る
事
を
云
ふ
、『
神
明
の

憑
談
を
顕あ

ら

は
す
』
と
あ
る
漢
文
の
方
に
就
い
て
説
明
す
る
と
、

『
神か

み明
が
人
に
憑つ

い
て
（
憑つ

く
と
云
ふ
は
、
狐き
つ
ね
つ
き憑な

ど
の
憑
に
同

じ
、
乗の

り
う
つ憑
る
事
也
）、
其
の
正
心
を
失
ひ
、
種
々
の
事
を
談か
た

り
て
狂

ふ
如
き
状
態
を
顕あ

ら

は
し
て
舞
ひ
踊
っ
た
』
と
云
ふ
意
で
あ
る
。

	

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
傍
線
で
示
し
た
ご
と
く
、「
カ

ム
ガ
カ
リ
」
を
語
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
宣
長
が
、
記
紀
に
散
見
さ
れ

る
憑
依
現
象
と
「
同
じ
」
と
述
べ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
飯
田
氏
が
、

「
神
懸
す
の
意
で
、
神
の
霊
魂
が
人
に
憑
移
る
事
を
云
ふ
」
と
説
明
し
た

こ
と
で
あ
る
。
両
者
は
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
他
の
憑
依
現
象
と
の
相
違

を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
根
本
的
に
区
別
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
同
一
語
句
に
お
け
る
特
異
な
用
例
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
扱
い
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
を
同
一

語
句
の
ご
と
く
に
扱
う
前
提
は
、
憑
依
を
意
味
す
る
「
託
」「
著
（
着
）」

を
「
カ
カ
ル
」
と
読
む
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
日
本

書
紀
』
独
自
の
読
み
で
あ
り
、
し
か
も
前
述
の
と
お
り
、
院
政
期
の
古

写
本
を
遡
ら
な
い
の
で
あ
る

（
注
３
）。

『
日
本
書
紀
』
が
成
立
し
た
時
代
に
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
憑
依
現
象

と
の
間
に
意
味
上
の
区
別
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
漢
字
表
記
及
び
読

み
に
反
映
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
従
来
「
カ
カ
ル
」
と
い
う
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読
み
が
定
着
し
て
い
る
「
託
」「
著
（
着
）」
を
中
心
に
、
上
代
の
文
献

に
お
い
て
「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
以
下
の
漢
字
の
読
み

を
、
改
め
て
検
証
す
る

（
注
７
）。

「
認
」			


『
万
葉
集
』
一
例

「
著
（
着
）」	
『
日
本
書
紀
』
五
例
・『
万
葉
集
』
一
例

「
託
」			�


『

風
土
記
』
二
例
・『
日
本
書
紀
』
九
例
・『
続
日
本

紀
』
二
例
・『
日
本
霊
異
記
』
十
三
例

「
憑
」			



『
日
本
書
紀
』
一
例

四
つ
の
漢
字
の
読
み
が
「
カ
カ
ル
」
で
な
い
場
合
、
天
鈿
女
命
の
「
カ

ム
ガ
カ
リ
」
と
、
託
宣
の
場
面
に
散
見
さ
れ
る
憑
依
現
象
と
は
、
明
確

に
区
別
さ
れ
得
る
こ
と
と
な
る

（
注
８
）。

二
、
憑
依
を
表
す
「
託
」「
著
」
の
読
み
の
検
証

「
認
」
と
「
憑
」
の
よ
う
に
孤
例
と
見
な
せ
る
漢
字
は
、「
と
り
憑
く
」

を
意
味
す
る
漢
字
と
し
て
一
般
的
に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

あ
る
の
に
対
し
て
、「
託
」
の
よ
う
に
複
数
の
文
献
に
見
え
る
漢
字
は
、

広
く
「
と
り
憑
く
」
を
意
味
す
る
漢
字
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
く
、
従
っ
て
、
そ
の
読
み
も
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
著
（
着
）」
も
、
数
こ
そ
「
託
」
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
二

つ
の
文
献
に
跨
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
同
様
の
こ
と
が

言
え
る
。
特
定
の
用
法
が
広
く
定
着
し
て
い
た
語
に
関
し
て
は
、
そ
の

読
み
が
後
世
に
も
受
け
継
が
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
平
安
時

代
の
成
立
で
は
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
懸
」「
託
」

「
著
（
着
）」
の
項
目
に
お
い
て
そ
の
読
み
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
以
下

の
よ
う
な
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
た

（
注
９
）。

　
　

カ
カ
ル　

ツ
ク

懸　

○　
　
　

×

託　

×　
　
　

○

著　

×　
　
　

○

「
神
懸
」
の
「
懸
」
が
、
平
安
時
代
に
お
い
て
も
「
カ
カ
ル
」
と
読
む
の

に
対
し
、
広
く
「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
「
託
」「
著
（
着
）」
は
、「
ツ
ク
」
の
み
を
共
有
す
る
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、「
託
」
と
「
著
」
に
あ
る
程
度
の
類
義
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、

複
数
の
文
献
を
通
じ
て
一
例
し
か
確
認
で
き
な
い
「
懸
」
と
の
径
庭
が

顕
著
と
な
り
、
上
代
に
お
い
て
「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た

漢
字
の
読
み
と
し
て
は
、「
ツ
ク
」
の
可
能
性
が
浮
上
す
る
。

以
下
、
同
時
代
の
用
例
を
重
視
し
て
、
記
紀
か
ら
和
語
「
ツ
ク
」
の

用
例
を
抜
き
出
し
、
同
時
代
の
文
献
の
類
似
す
る
文
脈
と
照
合
し
て
、

対
応
関
係
に
あ
る
漢
字
を
検
証
す
る
こ
と
と
す
る
。『
古
事
記
』
に
お
け

る
「
ド
ク
（
ト
ク
）」
は
「
ツ
ク
」
の
転
音
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

「
ツ
ク
」
と
し
て
扱
っ
た
。
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◆
『
古
事
記
』
の
和
語
「
つ
く
（
ど
く
）」　

三
例

①�
沖お
き

つ
鳥と
り　

鴨か
も

度ど

く久
島
に　

我わ

が
率ゐ

寝ね

し　

妹
は
忘
れ
じ　

世
の
悉
こ
と
ご
と

に　
（
上
巻
・
日
子
穂
々
手
見
命
と
鵜
葺
草
葺
不
合
命
）

②�

こ
の
蟹
や　

何い
づ
く処
の
蟹　

百も
も

伝づ
た

ふ　

角つ
ぬ
が鹿
の
蟹　

横よ
こ

去さ

ら
ふ　

何

処
に
至
る　

伊い

ち

ぢ
知
遅
島し
ま　

美み

島し
ま

に
斗と

き岐　

鳰み
ほ

鳥ど
り

の　

潜か
づ

き
息
づ
き　

し
な
だ
ゆ
ふ　

さ
さ
な
み
道ぢ

を　

す
く
す
く
と　

我わ

が
い
ま
せ
ば

や　

木こ
は
た幡

の
道み
ち

に　

遇あ

は
し
し
嬢を
と
め子　

（
中
巻
・
応
神
天
皇
）

③�

御み
も
ろ諸
に　

築つ

く
や
玉た
ま

垣か
き　

都つ

き岐
余あ
ま

し　

誰た

に
か
も
依よ

ら
む　

神か
み

の

宮み
や

人ひ
と　
（
下
巻
・
雄
略
天
皇
）

◆
『
日
本
書
紀
』
の
和
語
「
つ
く
」　

四
例

④�

沖お
き

つ
鳥と
り　

鴨か
も

豆づ

く勾
島
に　

我わ

が
率ゐ

ね寝
し　

妹
は
忘
ら
じ　

世
の
尽
こ
と
ご
と

も　
（
巻
二
・
神
代
下　

第
十
段　

一
書
第
三
）

⑤�

（
前
略
）鹿し

し猪
待
つ
と　

我わ

が
い
ま
せ
ば　

さ
猪ゐ

待
つ
と　

我わ

が
立

た
せ
ば　

手た
く
ぶ
ら腓

に　

虻
か
き
都つ

枳き

つ
（
後
略
）　
（
巻
十
四
・
雄
略

天
皇
四
年
八
月
）

⑥�

（
前
略
）
千ち

よ代
に
も　

か
く
し
も
が
も　

畏か
し
こみ

て　

仕つ
か

へ
奉ま
つ

ら
む　

拝を
ろ
がみ
て　

仕
へ
ま
つ
ら
む　

歌う
た

豆づ

き紀
ま
つ
る
（
後
略
）　
（
巻
二
十

二
・
推
古
天
皇
二
十
年
正
月
）

⑦�

金か
な

木き

都つ

き該　

吾あ

が
飼か

ふ
駒こ
ま

は　

引ひ

き
出で

せ
ず　

吾
が
飼
ふ
駒
を　

人
見
つ
ら
む
か　
（
巻
二
十
五
・
孝
徳
天
皇
白
雉
四
年
是
年
）

万
葉
仮
名
表
記
の
和
語
「
ツ
ク
」
は
、
以
上
の
七
例
で
あ
る
。
①
・
④

は
、「
身
を
寄
せ
る
」
の
意
味
で
あ
り
、
以
下
の
用
法
と
類
似
す
る
こ
と

か
ら
、
漢
字
「
託
」
と
の
対
応
関
係
が
窺
わ
れ
る
。

余
託　
二
根
遥
嶋
之
崇
巒
、
晞　
二
幹
九
陽
之
休
光
。〔
余わ
れ

、
根
を
遥え

う
た
う島

の
崇た

か

き
巒み

ね

に
託つ

け
、
幹か
ら

を
九き
う

陽や
う

の
休う
る
はし
き
光
に
晞さ
ら

す
。〕（『
万
葉

集
』
巻
五
・
八
一
〇
・
詞
書
）

⑥
は
、「
歌
を
献
上
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
換
言
す
れ
ば
「
歌
を
相

手
に
寄
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
①
・
④
と
同
様
「
託
」
と

の
対
応
関
係
が
指
摘
で
き
る
。
②
は
「
到
着
す
る
」
の
意
味
で
、
以
下

の
用
法
と
一
致
を
見
る
こ
と
か
ら
、
漢
字
「
著
」
と
の
対
応
関
係
が
指

摘
で
き
る
。

於　
レ
是
日
没
也
。
夜
冥
不　
レ
知　
レ
著　
レ
岸
。
遥
視　
二
火
光
。〔
是こ
こ

に

日ひ

く没
れ
ぬ
。
夜よ
る
く
ら冥

く
岸
に
著つ

か
む
こ
と
を
知
ら
ず
。
遥は
る
かに

火
の
光

視み

ゆ
。〕（『
日
本
書
紀
』
巻
七
・
景
行
天
皇
十
八
年
五
月
）

③
の
「
ツ
ク
」
は
、「
築
く
」
の
み
な
ら
ず
、「
付
き
従
う
」
の
意
味
を

も
含
ん
で
お
り
、
以
下
の
用
法
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
漢
字
「
託
」

と
の
対
応
関
係
が
指
摘
で
き
る
。

　
一

　
一

　
一
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復
有　
二
奴
婢
、
欺　
二
主
貧
困
、
自
託　
二
勢
家　
一
求　
レ
活
。
勢
家
仍
強
留

買
、
不　
レ
送　
二
本
主　
一
者
多
。〔
復ま
た　

奴
や
つ
こ
め
や
つ
こ

婢  

有あ

り
て
、
主あ
る
じの 

貧
ま
づ
し
く
た
し
な

困
め

る
を
欺あ

ざ
むき
て
、
自み

づ
から 

勢
い
き
ほ
ひ
あ
る
い
へ

家
に
託つ

き
て
活

わ
た
ら
ひを

求も
と

む
。
勢
家
、
仍よ

り
て

強あ
な
が
ちに
留と
ど

め
買か

ひ
て
、
本
も
と
の
あ
る
じ
主
に
送お
く

ら
ざ
る
者
多
し
。〕（『
日
本
書
紀
』

巻
二
十
五
・
孝
徳
天
皇
大
化
二
年
三
月
）

⑤
は
虫
が
人
体
に
食
い
つ
く
意
味
で
、
少
し
時
代
は
下
る
が
、『
日
本
霊

異
記
』
に
類
例
を
認
め
る
。

喚　
レ
妻
帰　
レ
家
、
即
犯　
二
其
妻
。
卒
爾

著　
レ
蟻
嚼
、
痛
死
。〔
妻
を

喚よ

び
て
家
に
帰
り
、
即す
な
はち

其
の
妻
を
犯
す
。
卒に
は

爾か

に　
マ
ラ

に
蟻あ

り

著
き

て
嚼カ

ミ
、
痛
み
死
に
き
。〕（
中
巻
第
十
一
縁
）

⑦
の
「
ツ
ク
」
は
馬
に
拘
束
具
を
装
着
す
る
意
味
で
、「
金
木
」
は
首
枷

の
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
『
日
本
書
紀
』
に
類
例
を
見
る
。

穂
積
臣
噛
捉　
二
聚
大
臣
伴
党
田
口
臣
筑
紫
等
、
著　
レ
枷
反
縛
。

〔
穂ほ

づ
み
の
お
み
く
ひ

積
臣
噛
、
大お
ほ
お
み臣
の
伴と
も
が
ら党
田た
ぐ
ち
の
お
み
つ
く
し

口
臣
筑
紫
等ら

を
捉と
ら

へ
聚あ
つ

め
て
、
枷

く
び
か
しを

著は

け
反

し
り
へ
で
に
し
ば

縛
れ
り
。〕（
巻
二
十
五
・
孝
徳
天
皇
大
化
五
年
三
月
）

罪
人
に
首
枷
を
着
け
て
拘
束
す
る
場
面
に
お
い
て
、
漢
字
「
著
」
が
使

　
一

　
一　

一

　
一

用
さ
れ
て
お
り
、
引
用
元
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
は
「
は
け
」
と

読
ん
で
い
る
も
の
の
、
傍
線
部
の
類
似
は
、
和
語
「
ツ
ク
」
と
漢
字

「
著
」
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
。
以
上
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書

紀
』
に
お
け
る
和
語
「
ツ
ク
」
を
検
証
す
る
こ
と
で
、「
託
」
と
「
著
」

の
読
み
と
し
て
は
、「
カ
カ
ル
（
カ
ク
）」
よ
り
も
「
ツ
ク
」
の
方
が
有

力
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
記
紀
と
は
異
な
る
性
質
を
持
つ
文
献
で
は
あ
る
が
、『
万
葉

集
』
に
お
け
る
憑
依
を
意
味
す
る
漢
字
「
認
」
と
「
著
」
が
、
い
ず
れ

も
「
ツ
ク
」
と
読
む
蓋
然
性
の
高
い
こ
と
も
傍
証
と
な
る
。

大お
ほ
と
も
す
く
ね

伴
宿
禰
、
巨こ
せ
の
い
ら
つ
め

勢
郎
女
を
娉よ
ば

ふ
時
の
歌
一
首　

大
伴
宿
禰
、

諱い
み
なを
安や
す

麻ま

ろ呂
と
い
ふ
。
難な
に
は
の
み
か
ど

波
朝
の
右
大
臣
大だ
い
し
お
ほ
と
も
の
な
が
と
こ
き
や
う

紫
大
伴
長
徳
卿

の
第
六
子
に
あ
た
り
、
平な

ら
の
み
か
ど

城
朝
に
大だ
い

納な
ふ

言ご
ん

兼
大
将
軍
に
任
ぜ

ら
れ
て
薨こ

う

ず

玉た
ま
か
づ
ら

葛　

実み

な
ら
ぬ
木
に
は　

ち
は
や
ぶ
る　

神か
み
そ
つ
く
と
い
ふ

曾
著
常
云　

成
ら

ぬ
木
ご
と
に
（
巻
二
・
一
〇
一
）

娘を
と
め子

が
ま
た
報こ
た

ふ
る
歌
一
首

我わ

が
祭
る　

神
に
は
あ
ら
ず　

ま
す
ら
を
に　

認つ
き
た
る
か
み
そ

有
神
曾　

よ
く

祭
る
べ
し
（
巻
三
・
四
〇
六
）

ま
ず
、
四
〇
六
番
歌
の
「
認
」
に
関
し
て
は
、
既
に
春
日
政
治
氏（

（注

（
注

が
「
ツ
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ク
」
と
読
む
可
能
性
を
論
じ
て
い
る（
（注

（
注

。
ま
た
、
四
〇
六
番
歌
の
「
認
」、

一
〇
一
番
歌
の
「
著
」
に
共
通
し
て
、「
カ
カ
ル
」
と
読
ん
で
は
、
和
歌

の
字
数
を
大
幅
に
逸
脱
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
万
葉

集
』
に
お
い
て
「
ツ
ク
」
と
読
む
蓋
然
性
の
高
い
「
著
」
が
、『
日
本
書

紀
』
に
お
い
て
も
同
じ
憑
依
の
意
味
で
五
例
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
院
政
期
よ
り
遡
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
カ
カ
ル
」
と
い
う
特
殊
な

読
み
は
、
必
ず
し
も
確
定
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
上
代
に
お
い
て
憑
依
の
意
味
で
使
用
さ
れ

る
四
つ
の
漢
字
の
内
、「
認
」「
著
（
着
）」「
託
」
の
読
み
を
「
ツ
ク
」

と
す
る
。
次
の
第
三
節
で
は
、
残
る
「
憑
」
の
考
察
を
行
う
。

三
、
憑
依
を
表
す
「
憑
」
の
読
み
の
検
証

崇
神
紀
に
お
い
て
、
神
が
倭や

ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
び
め

迹
迹
日
百
襲
姫
に
憑
依
し
て
託
宣
す
る

場
面
に
は
、「
憑
」
を
「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
使
用
す
る
唯
一
の
例
が

あ
る

（
（注

（
注

。是
時
神
明
憑　
二
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命　
一
曰
、
天
皇
何
憂　
二
国
之
不　　一レ

治
也
。
若
能
敬　
二
祭
我　
一
者
、
必
当
自
平
矣
。〔
是こ

の
時
に
、
神か

み明
、

倭や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
び
め
の
み
こ
と

迹
迹
日
百
襲
姫
命
に
憑か

か

り
て
曰の

た
まは

く
、「
天
皇
、
何
ぞ
国
の
治を
さ
まら

ざ
る
こ
と
を
憂う

れ

へ
た
ま
ふ
や
。
若も

し
能よ

く
我わ
れ

を
敬ゐ
や
まひ

祭ま
つ

り
た
ま
は

ば
、
必か
な
ら当
ず
自た
ひ
ら平
ぎ
な
む
」
と
の
た
ま
ふ
。〕（
巻
五
・
崇
神
天
皇

七
年
二
月
）

こ
の
用
法
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
、「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
使
用

さ
れ
る
「
託
」・「
著
」
の
用
例
と
酷
似
し
て
い
る
。
同
じ
用
法
で
あ
れ

ば
、
三
つ
の
異
な
る
漢
字
に
、
同
一
の
訓
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
類
聚
名
義
抄
』
が
「
憑
」
の
読
み
を
「
カ
ク
・

カ
ク
ル（

（注

（
注

」
と
す
る
こ
と
や
、
崇
神
紀
の
託
宣
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る

「
憑
」
が
、
天
鈿
女
命
の
「
顕
神
明
之
憑
談
（
カ
ム
ガ
カ
リ
）」
の
文
字

列
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、「
託
」
や
「
著
（
着
）」

の
読
み
が
「
カ
カ
ル
」
で
あ
る
可
能
性
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
崇
神
紀
の
用
例
は
、
そ
の
読
み
と
し
て
「
カ
ク
・

カ
ク
ル
」
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
以
外
に
も
、
そ
れ
が
「
と
り
憑
く
」
の

意
味
で
使
用
さ
れ
る
唯
一
の
「
憑
」
で
あ
る
点
を
問
題
視
す
る
必
要
が

あ
る
。

「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
「
託
」・「
著
（
着
）」
は
、
複

数
の
文
献
に
ま
た
が
っ
て
散
見
さ
れ
る
上
に
、「
ツ
ク
」
と
い
う
読
み
を

共
有
す
る
一
方
で
、「
憑
」
は
崇
神
紀
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
天

鈿
女
命
の
「
顕
神
明
之
憑
談
」
は
、
文
字
列
全
体
を
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」

と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
憑
」
一
文
字
を
「
カ
カ
ル
」
と
読
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
。
明
ら
か
に
特
異
な
用
例
を
根
拠
に
し
て
、「
託
」
及
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び
「
著
（
着
）」
の
読
み
を
「
カ
カ
ル
」
と
見
な
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
む
し
ろ
、
多
数
を
占
め
る
「
託
」「
著
（
着
）」
に
従
っ
て
、「
憑
」

の
読
み
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
述
の
と
お
り
、「
憑
」
は
平
安
時
代
に
お
い
て
、「
懸
」
と
同
様
「
カ

カ
ル
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
が
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
上
代
の
用
例
を
検
証
す
る
と
、
漢
字
「
憑
」
と
和
語
「
カ
カ

ル
（
カ
ク
）」
の
対
応
関
係
は
、
漢
字
「
懸
」
と
和
語
「
カ
カ
ル
（
カ

ク
）」
の
対
応
関
係
ほ
ど
に
は
、
強
固
な
も
の
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ

る
。
上
代
に
お
い
て
、
万
葉
仮
名
表
記
の
「
カ
カ
ル
（
カ
ク
）」
と
「
神

懸
」
の
「
懸
」
は
、
い
ず
れ
も
「
固
定
さ
れ
た
一
点
か
ら
垂
れ
下
が
る（

（注

（
注

」

の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
強
固
な
対
応
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
「
憑
」
は
、『
日
本
書
紀
』
に

五
例
、『
万
葉
集
』
に
二
十
二
例
、『
続
日
本
紀
』
に
十
一
例
、『
日
本
霊

異
記
』
に
十
例
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、「
顕
神
明
之
憑
談
」
と
当
該
崇
神

紀
・
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
の
例
を
除
い
て
、
全
て
「
頼
る
」・「
あ
て
に
す

る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
和
語
「
カ
カ
ル
」
の
用
法
と
は
一
致

し
な
い
。
漢
字
「
懸
」
に
は
「
頼
る
」
に
近
い
語
義
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、「
寄
り
掛
か
る
」
の
よ
う
な
物
質
間
に
生
じ
る
力
学
的
な
用
法

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
結
局
「
固
定
さ
れ
た
一
点
か
ら
垂
れ
下
が
る
」

意
の
範
疇
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
憑
」
が
、
上
代
に
お
い
て

和
語
「
タ
ノ
ム
」
と
対
応
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
下
に
掲
げ
る
『
万

葉
集
』
の
用
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

…
…
四よ

も方
の
人
の　

大お
ほ
ぶ
ね船
の　

思お
も
ひ
た
の
み
て

憑
而　

天あ
ま

つ
水み
づ　

仰あ
ふ

ぎ
て
待
つ

に　

い
か
さ
ま
に　

思
ほ
し
め
せ
か　

つ
れ
も
な
き
…
…（
巻
二
・

一
六
七　

長
歌
の
一
部
の
み
抜
粋
）

…
…
悪あ

し
け
く
も　

良よ

け
く
も
見
む
と　

大お
ほ
ぶ
ね船

の　

於お

毛も

比ひ

多た

能の

無む

尓に　

思
は
ぬ
に　

横
し
ま
風
の　

に
ふ
ふ
か
に
…
…
（
巻
五
・

九
〇
四　

長
歌
の
一
部
の
み
抜
粋
）

『
万
葉
集
』
に
は
、「
大
船
ノ
オ
モ
ヒ
タ
ノ
ム
」
と
い
う
定
型
句
が
十
例

あ
り
、
九
〇
四
番
歌
の
み
万
葉
仮
名
表
記
で
、
残
り
の
九
例
は
一
六
七

番
歌
の
ご
と
き
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
。
両
者
は
「
憑
」
と
「
タ
ノ
ム
」

の
明
ら
か
な
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
憑
」
と
「
カ
カ

ル
」
に
は
、
同
様
の
強
固
な
対
応
関
係
を
示
す
用
例
を
見
な
い
の
で
あ

る
。
平
安
時
代
に
成
立
し
た
『
類
聚
名
義
抄
』
が
、「
憑
」
を
「
カ
ク
・

カ
ク
ル
」
と
読
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
安
易
に
上
代
に
遡
っ
て

適
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
崇
神
紀
の
「
憑
」
の
読
み

を
「
カ
カ
ル
」
と
し
、
さ
ら
に
は
同
様
の
文
脈
で
使
用
さ
れ
る
「
託
」

や
「
著
」
に
も
当
て
は
め
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

崇
神
紀
の
執
筆
担
当
者
が
「
憑
」
を
使
用
し
た
の
は
、
漢
籍
に
お
い

て
、「
憑
」
が
「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
と
い
う
知
識
を
有
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し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う（
（注

（
注

。
し
か
し
、
上
代
の
日
本
に
お
い
て
、
漢
字

「
憑
」
は
、「
頼
る
」
を
意
味
す
る
和
語
「
タ
ノ
ム
」
と
は
対
応
関
係
に

あ
っ
た
も
の
の
、「
と
り
憑
く
」
を
意
味
す
る
和
語
「
ツ
ク
」
と
の
関
係

は
希
薄
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
崇
神
紀
に
お
け
る
「
憑
」
の
使
用
は
、

念
頭
に
置
く
和
語
を
漢
字
に
置
き
換
え
た
も
の
で
は
な
く
、
初
め
か
ら

漢
字
の
語
義
に
基
づ
く
選
択
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
訓
読
す

る
場
合
は
、「
託
」
や
「
著
」
と
同
様
「
ツ
ク
」
が
相
応
し
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。四

、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
語
義

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
神
懸
（
カ
ム
ガ
カ
リ
）」
の
「
懸
」
と
、

憑
依
を
意
味
す
る
四
つ
の
漢
字
「
認
」・「
託
」・「
著
（
着
）」・「
憑
」
に

は
、
異
な
る
読
み
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
語
義
も
区
別
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
両
者
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。

記
紀
の
用
例
を
検
証
す
る
と
、
和
語
「
カ
カ
ル
（
カ
ク
）」
は
、「
固

定
さ
れ
た
一
点
か
ら
垂
れ
下
が
る
」
の
ご
と
き
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お

り
、「
固
定
さ
れ
た
一
点
」
に
付
着
の
意
味
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
漢
字
「
懸
」
と
漢
字
「
託
」・「
著
（
着
）」
は
、
用
法
が
重
な
る
例

も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
以
下
に
掲
げ
る
「
著
（
ツ
ク
）」
の
用
例

は
、「
懸
（
カ
カ
ル
）」
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以　
レ
火
焼　
二
似　
レ
猪
大
石　
一
而
、
転
落
。
爾
、
追
下
、
取
時
、
即
於　
二

其
石　
一
所　
二
焼
著　
一
而
死
。（
中
略
）
爾
、
貝
比
売
岐
佐
宜　
此
三
字

以
音
。　

集
而
、
蛤
貝
比
売
待
承
而
、
塗　
二
母
乳
汁　
一
者
、
成　
二
麗
壮
夫　
一　

訓
壮
夫
云

袁
等
古
。
而
、
出
遊
行
。〔
火
を
以も
ち

て
猪ゐ

に
似
た
る
大
き
石い
し

を
焼
き
て
、

転ま
ろ

ば
し
落
し
き
。
爾し
か

く
し
て
、
追
ひ
下く
だ

り
、
取
る
時
に
、
即
ち
其

の
石い

し
に
焼や

き
著つ

け
ら
え
て
死
に
き
。（
中
略
）
爾
く
し
て
、
■き
さ
か
ひ
ひ
め

貝
比
売

き
さ
げ
集
め
て
、
蛤う

む
か
ひ
ひ
め

貝
比
売
待ま

ち
承う

け
て
、
母
の
乳ち汁
を
塗
り
し

か
ば
、
麗う

る
はし
き
壮を
と
こ夫
と
成
り
て
、
出い

で
遊あ
そ

び
行あ
る

き
き
。〕　
（『
古
事

記
』
上
巻
・
大
国
主
神
）

含　
レ
口
唾　
二
入
其
玉
器
。
於
是
、
其
璵
、
著　
レ
器
、
婢
、
不　
レ
得　
レ

離　
レ
璵
。〔
口
に
含ふ
ふ

み
て
其
の
玉た
ま
も
ひ器

に
唾は

き
入
れ
き
。
是こ
こ

に
、
其
の

璵た
ま

、
器も

ひ

に
著つ

き
て
、
婢

つ
か
ひ
め、

璵た
ま

を
離は

な

つ
こ
と
得
ず
。〕　
（『
古
事
記
』

上
巻
・
日
子
穂
々
手
見
命
と
鵜
葺
草
葺
不
合
命
）

前
者
は
、
高
温
に
熱
し
た
石
に
焼
き
付
け
ら
れ
て
、
肉
体
が
こ
び
り
付

い
て
い
る
様
子
、
後
者
は
玉
が
器
の
底
に
附
着
し
て
取
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
状
態
を
描
写
し
て
お
り
、「
ツ
ク
」
を
「
カ
カ
ル
」
に
置
き
換

え
る
と
、
不
自
然
な
表
現
と
な
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
付
着
力

の
強
さ
で
あ
る
。
異
な
る
物
質
が
同
化
す
る
ほ
ど
の
強
力
な
付
着
を
表

　
一
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現
す
る
場
合
、「
カ
カ
ル
」
と
い
う
語
は
相
応
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

「
カ
カ
ル
」
と
「
ツ
ク
」
の
付
着
力
の
差
は
、
そ
の
ま
ま
天
鈿
女
命
の

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
、
憑
依
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
語
（「
託
」・「
著

（
着
）」
な
ど
）
と
の
関
係
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
天
鈿
女
命

の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
を
、「
顕
神
明
之
憑
談
」
と
い
う
文
字
列
が
示
し
、

飯
田
季
治
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
な
、「
神
が
憑
依
し
談
ず
る
様
を
顕
す
」

の
ご
と
き
意
味
と
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
は
憑
依
し
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
憑
依
以
外
の
要
素
に
重
点
を
置
い
た
表
現

の
よ
う
で
も
あ
る
か
ら
、
強
力
な
付
着
を
意
味
す
る
「
ツ
ク
」
は
相
応

し
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
託
」
や
「
著
（
着
）」
が
使
用
さ
れ
る

託
宣
の
場
面
で
は
、
神
が
人
体
に
憑
依
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
た
め
、
強
力
な
付
着
を
意
味
す
る
「
ツ
ク
」
が
相
応
し
い
の
で
あ
る
。

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
が
、「
ツ
ク
」
の
よ
う
に
単
な
る
憑
依
を
表
す
言
葉

で
は
な
い
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
以
下

に
掲
げ
る
『
万
葉
集
』
の
用
例
が
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
内
実
を
知
る
上

で
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
る
。　
　

子こ

ら等
を
思
ふ
歌
一
首　

并あ
は

せ
て
序

釈し
や
か
に
よ
ら
い

迦
如
来
、
金こ
ん
く口

に
正ま
さ

し
く
説と

き
た
ま
は
く
、「
衆し
ゆ
じ
や
う生を

等ひ
と

し
く

思
ふ
こ
と
、
羅ら

ご

ら
睺
羅
の
ご
と
し
」
と
。
ま
た
説
き
た
ま
は
く
、

「
愛
す
る
は
子
に
過
ぎ
た
り
と
い
ふ
こ
と
な
し
」
と
。
至し

ご
く極

の
大

聖
す
ら
に
、
な
ほ
し
子
を
愛
し
た
ま
ふ
心
あ
り
。
況い
は
むや
、
世よ
の
な
か間

の
蒼

あ
を
ひ
と
く
さ

生
、
誰た
れ

か
子
を
愛
せ
ざ
ら
め
や
。

瓜う
り

食は

め
ば　

子
ど
も
思
ほ
ゆ　

栗く
り

食
め
ば　

ま
し
て
偲し
ぬ

は
ゆ　

い

づ
く
よ
り　

来き
た

り
し
も
の
そ　

ま
な
か
ひ
に　

母も

と

な

か

か

り

て

等
奈
可
々
利
提　

安や
す

眠い

し
な
さ
ぬ　
（
巻
五
・
八
〇
二
）

吾わ
ぎ
も
こ

妹
子
が　

笑ゑ

ま
ひ
眉ま
よ
び引

き　

面お
も
か
げ影

に　

懸か
か
り
て
も
と
な

而
本
名　

思
ほ
ゆ
る

か
も　
（
巻
十
二
・
二
九
〇
〇
）

八
〇
二
番
歌
は
、
わ
が
子
へ
の
愛
情
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
い
つ
何
時

も
子
ど
も
の
こ
と
が
気
に
か
か
り
、
面
影
が
目
の
前
に
ち
ら
つ
い
て
安

眠
で
き
な
い
と
あ
る
。
二
九
〇
〇
番
歌
は
、
対
象
を
恋
人
と
し
た
同
様

の
歌
で
、
恋
い
焦
が
れ
る
苦
し
い
胸
の
内
を
表
現
し
て
い
る
。

両
者
に
共
通
す
る
、
愛
執
の
あ
ま
り
眼
前
に
な
い
人
物
を
見
る
と
い

う
心
境
は
、
重
篤
に
な
れ
ば
幻
覚
に
近
い
症
状
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
巫
覡
な
ど
が
常
人
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
々
を
見

た
り
、
交
信
し
た
り
す
る
現
象
に
通
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
目
の

前
に
ち
ら
つ
く
と
解
釈
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
カ
カ
ル
」
に
は
、「
カ
ム
ガ

カ
リ
」
の
「
カ
カ
ル
」
と
同
質
の
語
義
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
や
恋
人
の
面
影
は
、
視
界
に
現
れ
る
こ
と
で
心
を

か
き
乱
す
の
で
あ
っ
て
、
肉
体
に
と
り
憑
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
同

様
に
、
神
霊
が
そ
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
手
段
と
し
て
は
、
憑
依
に
よ
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る
託
宣
以
外
に
も
、
特
定
の
人
物
に
だ
け
姿
を
見
せ
た
り
、
夢
に
現
れ

た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
カ
カ
ル
」
は
、「
ツ
ク
」
と
は
異
な
り
、

必
ず
し
も
直
接
触
れ
合
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
語
義
を
も
内
包
す
る
の

で
あ
る
。

『
釈
日
本
紀
』
が
引
用
す
る
『
私
記
』
や
、
本
居
宣
長
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
天
鈿
女
命
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
は
、
神
霊
が
憑
依
し
た
り
談

じ
た
り
す
る
様
を
演
じ
る
こ
と
で
天
照
大
神
の
関
心
を
引
こ
う
と
す
る

目
的
意
識
が
あ
る
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
姿
は
神
と
の
交
信
を
試
み
る

巫
覡
に
等
し
い
。
天
鈿
女
命
自
身
も
神
で
は
あ
る
が
、
巫
覡
と
同
様
の

振
る
舞
い
を
し
て
天
照
大
神
を
誘
い
出
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
彼
女

自
身
が
巫
女
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と

は
、
憑
依
に
限
定
さ
れ
な
い
広
義
に
お
け
る
神
と
人
と
の
交
流
や
接
触

を
意
味
し
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
様
々
な
祈
祷
や
俳わ

ざ
を
き優

を

も
内
包
す
る
言
葉
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
を
以
上
の
よ
う
に
定
義
す
る
と
、
上
代
の
文
学
が
実

に
多
様
な
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
で
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

記
紀
に
は
、
神
々
に
対
し
て
名
乗
り
を
要
求
す
る
挿
話
や
、
神
々
が
自

身
の
名
を
顕
し
た
り
す
る
挿
話
が
見
ら
れ
、
託
宣
に
お
け
る
神
と
巫
覡

と
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
が
、
こ
れ
ら
は

皆
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
雄
略
天
皇
が
葛
城
山
で
狩
を

し
た
時
に
、
天
皇
と
同
じ
装
い
を
し
た
一ひ

と
こ
と
ぬ
し
の
か
み

事
主
神
が
現
れ
、
互
い
に
名

乗
り
を
し
た
物
語（
（注

（
注

は
、
正
体
不
明
の
神
が
名
を
顕
す
と
い
う
点
に
お
い

て
、
憑
依
を
伴
わ
な
い
と
こ
ろ
の
託
宣
で
あ
り
、
そ
の
交
流
の
一
部
始

終
は
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
少ち

ひ
さ
こ
べ
の
む
ら
じ
す
が
る

子
部
連
蜾
蠃

に
命
じ
て
三
諸
岳
の
神
を
捕
ら
え
さ
せ
る
物
語（

（注

（
注

も
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と

位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
声
を
聞
き
要
請
に
答
え
る
こ
と
で
、
荒
ぶ
る
神

を
慰
撫
し
制
御
す
る
役
割
を
担
う
の
が
巫
覡
で
あ
る
な
ら
ば
、
力
関
係

の
如
何
に
よ
っ
て
は
神
を
掌
握
す
る
こ
と
も
有
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、

少
子
部
連
蜾
蠃
と
三
諸
岳
の
神
と
の
関
係
も
巫
覡
に
よ
る
祭
祀
を
連
想

さ
せ
る
に
足
る
。
こ
の
物
語
は
、『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
一
縁
に
も
類

話
が
あ
り
、
よ
り
世
俗
的
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
点
に
お
い
て
興
味
深

い
。
こ
の
よ
う
に
、
巫
覡
に
よ
る
祭
祀
や
託
宣
的
な
要
素
が
希
薄
で
あ
っ

て
も
、
神
や
霊
魂
と
の
交
流
が
描
か
れ
る
物
語
で
あ
れ
ば
「
カ
ム
ガ
カ

リ
」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
物
語
群
を
定
義
す

る
こ
と
で
、「
憑
依
現
象
」
や
「
託
宣
」
に
関
連
す
る
物
語
を
抽
出
す
る

際
に
は
見
落
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
用
例
に
も
光
を
当
て
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

上
代
に
お
い
て
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
憑
依
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
視
点
を
獲
得
し
た
今
、
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

広
義
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
中
に
あ
っ
て
、
狭
義
の
「
と
り
憑
き
」
が

如
何
な
る
意
味
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
が
問
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
確
に
区
別
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
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の
重
要
性
を
帯
び
た
現
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
カ

ム
ガ
カ
リ
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
「
と
り
憑
き
」
が
発
生

し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
「
と
り
憑
き
」
現
象
の
有
無
は
、
ど

の
よ
う
な
物
語
展
開
を
要
請
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
問

題
点
を
課
題
と
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
黎
明
期
の
文
学
と
信
仰
と

の
関
連
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

天
鈿
女
命
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
は
、
そ
の
他
の
託
宣
の
場
面
と
は
異

質
で
あ
り
、
単
に
神
が
憑
依
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
い
と

推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
書
紀
の
注
釈
が
、
憑
依
の
意
味
で
使
用

さ
れ
る
「
託
」
や
「
著
（
着
）」
を
「
カ
カ
ル
」
と
読
ん
だ
よ
う
に
、
天

鈿
女
命
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
の
差
異
は
曖
昧
に
さ
れ
、
両
者
に
区
別

の
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、「
託
」
や
「
著
（
着
）」
を
「
カ
カ
ル
」
と
読
む
こ
と
に
疑
問
を
呈

し
、
上
代
に
お
い
て
、
天
鈿
女
命
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
憑
依
を
意
味

す
る
語
と
の
間
に
、
明
確
な
差
異
の
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

漢
字
「
託
」
や
「
著
（
着
）」
な
ど
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
の
は
和
語

「
ツ
ク
」
で
あ
り
、
狭
義
の
「
と
り
憑
く
」
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
は
、「
と
り
憑
く
」
の
意
味
も
含
み
得
る

も
の
の
、
広
義
に
お
け
る
神
と
人
と
の
交
流
や
接
触
を
意
味
し
、
さ
ら

に
は
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
様
々
な
祈
祷
や
俳わ

ざ
を
き優

を
も
内
包
す
る
言
葉

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
神
々
や
霊
魂
と
の
交
流
が
身
近
な
現
象
で

あ
っ
た
上
代
に
お
い
て
は
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
「
カ
カ
ル
」
と
憑
依
を

意
味
す
る
「
ツ
ク
」
と
の
違
い
が
、
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

本
稿
は
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
史
に
お
い
て
大
ま
か
に
処
理
さ
れ
て

い
た
、
祭
祀
に
関
す
る
表
現
の
解
釈
に
、
厳
密
性
を
求
め
る
も
の
と
な
っ

た
。
上
代
に
お
け
る
憑
依
や
託
宣
の
用
例
を
引
用
す
る
際
に
は
、
上
述

し
た
よ
う
な
語
義
の
相
違
を
念
頭
に
置
い
て
、
慎
重
に
取
り
扱
う
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
文
学
研
究
で
は
、
祭
祀
に
纏
わ
る
憑
依
・
託
宣
に
着
目

し
た
論
考
は
少
な
く
な
く
、
上
代
の
用
例
も
盛
ん
に
引
用
さ
れ
る
。
今

回
の
検
証
結
果
が
、
そ
う
し
た
研
究
に
対
し
て
何
が
し
か
の
役
に
立
つ

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注

注
１　

折
口
信
夫
「
国
文
学
の
発
生
」（『
折
口
信
夫
全
集
第
一
巻
』
新
訂
六
版
・

一
九
八
七
年
・
中
央
公
論
社
）
及
び
、
西
郷
信
綱
『
詩
の
発
生
』（
一
九

六
〇
年
・
未
来
社
）
に
よ
る
。

注
２　

本
稿
に
お
い
て
、
特
に
断
ら
な
い
引
用
文
は
、
読
み
も
全
て
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
に
よ
る
。

注
３　

宮
内
庁
書
寮
部
本
（
院
政
期
）
は
、
本
稿
で
引
用
し
た
巻
十
二
の
「
託
」
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と
巻
十
五
の
「
著
」
を
「
カ
ヽ
リ
」
と
訓
じ
、
北
野
本
（
鎌
倉
時
代
）
は
、

巻
二
十
八
の
「
著
」
を
「
カ
ヽ
リ
」
と
訓
じ
て
い
る
。

注
４　

原
文
及
び
訓
点
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
八
巻
（
一
九
六
五
年
・
吉
川
弘

文
館
）
に
拠
っ
た
。
訓
読
文
は
私
に
付
し
た
。

注
５　

九
州
大
学
萩
野
文
庫
本
（
文
政
五
年
刊
）
に
拠
っ
た
。
割
注
は
【
】
で
示

し
た
。

注
６　
『
日
本
書
紀
新
講
・
上
』
第
十
版
（
一
九
四
一
年
・
明
文
社
）。

注
７　
『
続
日
本
紀
』
と
『
日
本
霊
異
記
』
は
平
安
時
代
で
は
あ
る
が
、
極
め
て

早
い
時
期
の
成
立
な
の
で
、
こ
こ
に
加
え
た
。

注
８　
『
古
事
記
』
仲
哀
記
に
は
神
功
皇
后
の
託
宣
の
場
面
が
あ
り
、
憑
依
を
意

味
す
る
可
能
性
の
あ
る
「
帰
」
二
例
を
確
認
で
き
る
が
、
文
脈
上
神
が
主

体
の
「
と
り
憑
く
」
で
は
な
く
、
皇
后
が
主
体
の
「
寄
せ
る
」
の
意
と
判

断
し
て
、
今
回
の
考
察
か
ら
は
除
外
し
た
。
詳
細
は
別
稿
に
て
論
じ
る
こ

と
と
す
る
。

注
９　
『
類
聚
名
義
抄
』
に
記
さ
れ
た
訓
を
以
下
に
掲
げ
る
。「
懸
」
は
、
観
智
院

本
（
第
七
刷
・
一
九
九
五
年
・
風
間
書
房
）
法
中
九
九
に
「
カ
ヽ
ル　

ハ

ル
カ
ナ
リ　

ト
ヲ
シ　

ク
タ
ル　

タ
ル　

カ
ク
」
と
あ
り
、「
託
」
は
、
図

書
寮
本
（
一
九
六
九
年
・
勉
誠
社
）
に
「
ツ
ク
」、
観
智
院
本
・
法
上
五

〇
に
「
ツ
ク　

ヨ
ル　

ワ
サ
ウ
ラ　

ホ
コ
ル
」
と
あ
り
、「
著
」
は
、
観

智
院
本
・
仏
下
末
二
七
に
「
キ
ル　

ツ
ク　

ハ
ク　

ア
ラ
ハ
ス　

シ
ル
ス　

ク
ル　

ワ
タ
イ
ル
」、
僧
上
三
七
に
「
ツ
マ
ツ
ク　

ノ
フ　

タ
ツ　

シ
ル

ス　

ア
キ
ラ
カ
ナ
リ　

ア
ラ
ハ
ス　

ツ
ク
ル　

キ
ル　

ハ
ク　

ト
ト
マ
ル　

キ
タ
ル　

ツ
ク　

オ
ク　

ア
キ
ラ
カ
ナ
リ　

ナ
ル　

ア
ツ
マ
ル　

ミ
ル　
　

ワ
タ
イ
ル　

チ
ャ
ク　

チ
ヨ
」
と
あ
る
。

注
10　

春
日
政
治
著
作
集
５
『
万
葉
片
々
』（
一
九
八
四
年
・
勉
誠
社
）。

注
11　
『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
認
」
の
項
目
に
は
、「
ツ
ク
」
と
も
「
カ
カ
ル
」
と

も
な
い
。
こ
れ
は
、
憑
依
の
意
味
で
の
用
法
が
一
般
的
で
は
な
く
、
後
世

に
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
観
智
院
本
・
法
上

五
四
に
「
ト
ム　

キ
タ
ル　

オ
モ
フ　

ツ
ナ
ク　

モ
ト
ム　

シ
ル
シ
ス　

サ
ク
ル　

モ
ロ
〳
　〵

タ
ツ
ヌ　

ト
メ
シ
リ
テ　

ナ
ヤ
メ
リ
」
と
あ
る
。

注
12　

特
殊
な
用
例
で
あ
る
「
顕
神
明
之
憑
談
」
を
除
外
し
た
が
、
こ
の
「
憑
」

が
「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
実
質
二
例
と
な
る
。

注
13　
『
類
聚
名
義
抄
』
に
記
さ
れ
た
訓
は
以
下
の
と
お
り
。
図
書
寮
本
「
ヨ
ル　

ア
ツ
ラ
フ
」、
観
智
院
本
・
法
上
四
六
「
タ
ノ
ム　

ヨ
リ
ト
コ
ロ　

サ
カ

ユ　

カ
ク　

カ
ク
ル　

ア
ト
ラ
フ　

ヨ
ル
」、
法
中
一
〇
〇
「
ヨ
ル　

イ

カ
ル　

サ
カ
リ
ニ　

イ
キ
ト
ホ
ル　

オ
ホ
イ
ナ
リ　

タ
ノ
ム　

ア
ツ
ラ
フ　

ヨ
ト
コ
ロ
」。

注
14　
『
古
語
大
辞
典
』
第
七
刷
（
一
九
八
九
年
・
小
学
館
）
の
「
か
か
る
」
の

項
目
に
、「
固
定
し
た
一
点
か
ら
垂
れ
下
が
る
意
が
原
義
か
。」
と
あ
り
、

こ
れ
は
、
和
語
「
カ
カ
ル
（
カ
ク
）」
の
語
義
が
さ
ま
ざ
ま
に
分
類
さ
れ

る
中
で
、
記
紀
の
用
法
と
一
致
し
て
い
る
。

注
15　

漢
籍
で
は
「
憑
」
を
「
と
り
憑
く
」
の
意
味
で
使
用
す
る
例
が
散
見
さ
れ

る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
た
内
容
を
、
拙
稿
「
上
代
に
お
け
る
「
託
」
の
訓

に
関
す
る
一
考
察
」（『
語
文
研
究
』
第
百
十
六
号
・
二
〇
一
三
年
十
二
月
）

で
論
じ
て
い
る
。

注
16　
『
古
事
記
』
下
・
雄
略
記
及
び
『
日
本
書
紀
』
巻
十
四
・
雄
略
天
皇
四
年

二
月
の
条
に
見
え
る
。

注
17　
『
日
本
書
紀
』
巻
十
四
・
雄
略
天
皇
七
年
七
月
の
条
に
見
え
る
。

（
ふ
じ
さ
き　

ゆ
う
じ
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


